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私たちは早く産まれたとい
う理由だけで無意識に限り
ある資源を利用し、かけがえ
のない環境に悪影響を与え
ています。また、日本という
先進国に産まれたという理
由だけで、貧しい発展途上
国から無意識に資源を搾取
しています。すなわち、3つの
弱者（環境、発展途上国、次世代）との共生を図っていく
必要があります。本コースで、問題解決の視点から現境
を適切に診断し改善するため基礎能力（分析・解析・評
価）及び未来の環境を創る能力（ビジョン構築、計画策
定、市民参加）の両面を学んで、共生を実現するための
社会イノベーションを巻き起こす多様な専門家になって
欲しいと思います。

地球上には様々な生物が相
互に微妙な生態系バランス
を保ちながら存在していま
す。地球規模の炭素や窒素
循環は、目に見えない小さ
な微生物が駆動しています。
しかし現在、我々人間の活
動や地球温暖化などにより
地球規模で生物多様性が急
速に失われています。このような環境の中で生態系を構
成する生物の1種として、どのようにふるまわなければな
らないか？を理解するためには、生命の誕生、進化、そし
て生物の種と機能の多様性とその重要性を理解する必
要があると思います。私は微生物（エ）学を中心に教育研
究をしています。環境にやさしいバイオ技術で私たちの
かけがえのない地球環境を保全・改善していきたいと思
います。皆さんも一緒にチャレンジしませんか？

空気・水・エネルギーは私た
ちの生活に欠かせないもの
です。環境工学の学びや研究
のスケールは地球規模であ
り、地球温暖化やエネルギー
問題、水資源の不足、廃棄物
の増加などの環境課題を科
学や工学の力で解決する方
法を探求します。近年の温室
効果ガスの排出による地球温暖化が示すように、地球の
受容量は無限でないことを意識し、排出されたものが最
終的に環境に及ぼす影響を考えることが重要です。建築や
都市から排出する温室効果ガスを抑えるには、使用するエ
ネルギーを最小化するための省エネ化を行い、その上で
再生可能エネルギーによる電力と熱を供給することが必
要であり、私たちはそれらを実践するための教育研究を行
っています。安全で快適に暮らせる社会と、地球環境を未
来へ引き継ぐための技術を共に学んでいきましょう。
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小さい頃から環境問題や地球温暖化に関心がありました。
大学1年生の時にネパールを訪れた際、川の濁りや捨てられ
たごみ、大気汚染で隠れていたヒマラヤ山脈の景色に衝撃を
受けました。豊かな自然がもったいないと思い、環境問題を
体系的に学べる環境工学コースが自分に向いていると感じま
した。

多くの魅力的な教授がいることだと思います。教授といえばとっつきにくいイメージがあるかもしれませんが、そん
なことは無く、とてもフランクで、困っていれば親身になって相談に乗ってくれます。

環境工学コースや大学院生活での学びを活かし、環境問題に携わる職に就きたいと考えています。環境問題
への早急な対策が求められる昨今、環境問題解決の一翼を担う存在になることを目指しています。

学部2～3年次の間に幅広い環境問題について学ぶことで、自分の興味がある分野を見つけることができます。
また、4年次からはその中で特に興味を持った分野について、より集中して研究できることが魅力だと思います。

環境問題に取り組む企業への就職を考えています。環境工学コースでは、水分野、廃棄物分野、エネルギー
分野など幅広く学ぶことができるため、就職先の選択肢が広がるのが強みです。また、学部3年次の設計製図
の講義では、環境関連企業の方が来てくださり、実際の管路設計などを学ぶ機会があります。このように、環
境関連業務の一端を具体的にイメージできるのも魅力の一つだと思います。

環境問題は私たちの健康や将来に密接に関わっており、その原因を作っているのは私たち人間です。そこに目
を背けることなく、環境問題の解決に向けた学びを始めてみませんか。

環境工学コースでは様々な分野の知識を学ぶことができる点が魅力だと感じています。自身の研究に直接関
わらないと思われる知識でも、研究を進める中で意外な所に関連性を見つけることがあります。専門外の知識
を多少なりとも持つことで、広い視野で自分の研究と関連分野を捉えることができるようになりました。

環境に対する漠然とした関心を持っているのであれば、環境工学コースの多様な対象の中から自分の本当の
関心を見つけられるかもしれません。ぜひ説明会や研究室訪問に参加してみてください。

数多く存在する環境問題に対して、自分が何に興味を持ち
、どのように貢献できるかを考えたいと思ったからです。様々な
環境問題を扱う環境工学コースに進学することで、自分の将
来設計を明確にしようと考えました。

環境工学コースは、私たちが暮らす環境にフォーカスしている
ため、物理や化学だけでなく、生物、地学、統計学など幅広
い学問領域を横断し、環境問題を取り扱うために必要な基
礎を学べます。さらに、深めたい領域を自由に選択できること
も環境工学コースの魅力だと考えます。

本コースでは自由度が高い分、学んだ事の活用方法や将来
設計について考えさせられる節が多いです。経験を積み、何
を学んだか自分のアタマで考えることが重要だと感じておりま
す。一生に一度しかない学生生活、一緒に楽しみましょう！

2年次の「環境工学序論」講義では、環境工学コースの各研
究室の概要や、週に一度程度の施設見学や実習があります
。上水・下水などの水に関する学問、廃棄物、エネルギー循
環、環境生理学など、幅広い研究室があることが魅力です。
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・（株）IHI
・いであ（株）
・（株）NJS
・（株）NTTファシリティーズ
・荏原環境プラント（株）
・（株）大林組
・オルガノ（株）
・鹿島建設（株）
・カナデビア（株）
・川崎重工業（株）
・（株）クボタ
・クボタ環境エンジニアリング（株）
・栗田工業（株）
・（株）建設技術研究所
・五洋建設（株）
・JFEエンジニアリング（株）
・清水建設（株）
・（株）神鋼環境ソリューション

・環境省　・厚生労働省　・国土交通省　・防衛省　・林野庁　・北海道　・札幌市

・新日本空調（株）
・新菱冷熱工業（株）
・水道機工（株）
・水ing（株）
・ダイキン工業（株）
・大成建設（株）
・大和ハウス工業（株）
・高砂熱学工業（株）
・（株）タクマ
・（株）竹中工務店
・月島JFEアクアソリューション（株）
・（株）東京設計事務所
・東京電力ホールディングス（株）
・（株）東芝
・TOTO（株）
・（株）ドーコン
・（株）西原環境
・日揮（株）

・（株）日水コン
・日鉄エンジニアリング（株）
・日本下水道事業団
・日本製鉄（株）
・パシフィックコンサルタンツ（株）
・パナソニック（株）
・（株）日立製作所
・（株）日立プラントサービス
・（株）フソウ
・（株）プランテック
・北海道ガス（株）
・北海道電力（株）
・前澤工業（株）
・三菱重工環境・化学エンジニアリング（株）
・三菱重工業（株）
・三菱電機（株）
・（株）明電舎
・メタウォーター（株）
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● 環境工学序論
● 応用数学
● 水文学
● 熱工学

● 卒業研究 ● 環境工学ゼミナール

● 廃棄物処理工学特論
● 廃棄物管理計画特論
● リサイクルシステム特論
● 廃棄物埋立処分工学特論
● 室内気候学特論
● 環境人間工学特論
● 環境システム工学特論
● 環境エネルギー工学特論
● 空間性能システム特別演習

● 環境生理学
● 環境統計学
● 反応工学
● 分離工学

● 環境毒性学
● 工学基礎演習
● 分析化学
● 環境物理

● 微生物工学
● 流体工学
● 計画数理学

● 上水工学
● 都市ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学
● 廃棄物管理工学
● 気象学

● 下水工学
● 廃棄物処理工学
● 環境工学実験
● 物理化学要論

● 水環境保全工学
● 大気保全工学
● 設計製図

● 人間環境計画学
● 環境リスク解析学
● 環境モデリング

● 広域水環境工学特論
● 廃水処理・再生工学特論
● 水・物質循環工学特論
● 水・公衆衛生特論
● 水質化学特論
● 環境微生物工学特論
● 環境衛生学特論
● 環境創生工学特別研究
● 環境創生工学特別演習


